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本日の評価方法等について 

（第三部会） 

 

1 対象 

・平成 23 年度に終了した事項立て研究課題の事後評価 

・平成 25 年度に開始する新規プロジェクト研究課題(7 月に事前評価済)の報告 

 

2 評価の目的 

  「国の研究開発評価に関する大綱的指針」、「国土交通省研究開発評価指針」、

「国土交通省政策評価基本計画」等）に基づき、公正かつ透明性のある研究評価

を行い、評価結果を研究の目的、計画の見直し等に反映することを目的としてい

る。 

 

3 評価の視点 

  【事後評価】＜事後評価シート参照＞ 

必要性、効率性、有効性について、以下の観点を踏まえ、自己点検結果をもと

に「研究の実施方法と体制の妥当性」「目標の達成度」等の事後評価をおこない

ます。 

【必要性】科学的・技術的意義、社会的・経済的意義、目的の妥当性等 

【効率性】計画・実施体制の妥当性等 

【有効性】目標の達成度、新しい知の創出への貢献、社会・経済への貢献、 

人材の育成等 

 

4 進行方法 

当部会が担当となっている研究課題毎に評価・報告を行います。 

（1）評価対象課題に参画等している委員の確認 

評価対象課題に参画等している委員がいる場合、評価に参加できない委

員の説明（対象の委員は当該研究課題の評価には参加できません） 

 

（2）研究課題の説明 

研究内容、必要性・効率性・有効性の観点等からの説明。 

 

（3）研究課題についての評価 

① 他の部会及び欠席の委員等から事前に伺っている意見の紹介（事務

局） 

② 主査及び各委員により研究課題について議論 

※ 意見については「評価シート」に逐次ご記入下さい。 

③ 審議内容、評価シート及び事前意見をもとに、主査に総括を行って

いただきます。 

※分科会委員が評価対象課題に参画している場合は別添のとおりです。 

※時間配分は下記のとおりです。 

・事後評価：説明 15 分・評価 25 分 

（評価時間には、評価シートへのご記入時間も含んでおります。） 

・報告  ：説明 7 分・質疑 5 分 
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（7 月に事前評価済みの為、評価は省略させていただきます。） 

 

5 評価結果のとりまとめ 

審議内容、評価シート及び事前意見をもとに、後日、主査名で評価結果として

とりまとめ、公表する予定です。なお、評価結果については研究評価委員会に報

告します。 

 

6 評価結果の公表 

評価結果は議事録とともに公表します。 

 なお、議事録における発言者名については個人名は記載せず、「主査」、「委員」、

「事務局」、「国総研」等として表記するものとします。 

 

（参考）研究評価委員会分科会（12 月開催）の開催日程  
●第 5 回研究評価委員会分科会（第三部会） 

平成 24 年 12 月 21 日（金）  9：30～11：50 於：三田共用会議所       

  

○第 6 回研究評価委員会分科会（第二部会） 

平成 24 年 12 月 25 日（火） 14：30～17：00 於：三田共用会議所  

  

○第 7 回研究評価委員会分科会（第一部会） 

平成 24 年 12 月 26 日（水） 13：00～17：15 於：三田共用会議所  
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研究概要書：持続可能な臨海部における廃棄物埋立処分に関する研究 
 

研 究 代 表 者 名：沿岸海洋・防災研究部 沿岸防災研究室長 淺井正 
研 究 開 発 分 野：環境と調和した社会の実現 
技 術 政 策 課 題 名：（７）地球環境への負荷の軽減 
関 係 研 究 部：  
研 究 期 間：平成２１年度 ～ 平成２３年度 
総 研 究 費：約１９百万円 

 
１．研究の概要 

 海面処分場は，環境保全のための基準・規制の導入により，建設・維持管理費用が増大

するとともに跡地売却が困難になり，設置運営主体等の財政を圧迫する要因になっている． 
海面処分場における廃棄物最終処分と適切な跡地利用とを両立させるために，建設・維

持管理・跡地利用段階の長期にわたるコストを低減するための技術，長期コストを発生者

等が適正に負担する方策について研究した． 
 
２．研究の目的 
長期的にも経済的で安全な廃棄物海面処分場の工法の検討及び早期に廃止することが可

能となる臨海部における持続可能な廃棄物埋立処分の検討を行うことを目的とした． 

 
３．自己点検結果 
3-1 必要性 

海面処分場（廃棄物埋立護岸）を今後とも計画的に安定して確保していくことが重要

な課題となっている．また，跡地利用が開始される海面処分場の動向，新規処分場の動

向への対応とともに，国土交通省・環境省における施策の検討と連動して本研究を実施

し，早急に成果を得る必要があることから必要性は高いと評価される． 

 

3-2 効率性 

本研究課題が関連する領域は，港湾の自然条件に適応した施設の計画・設計，埋立か

ら竣功，廃止までの間の管理，跡地利用に至るまでの長期コストの評価等，多岐にわた

る．このため，廃棄物処分場の管理運営主体である地方行政(港湾管理者・環境部局等)

と連携・調整し，ヒアリングや現地調査を行い，信頼性の高いデータに基づき検討を進

めている．また，国土交通省港湾局と連携・調整を図り，実効性の高い施策提案を目指

しつつ実施していることから効率性は高いと評価される． 
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●研究の実施体制 

本研究課題が関連する領域は，港湾の自然条件に適応した施設の計画・設計，埋立か

ら竣功，廃止までの間の管理，跡地利用に至るまでの長期コストの評価等多岐にわたる．

このため，廃棄物処分場の設置運営主体である地方行政(港湾管理者・環境部局等)と連

携・調整し，ヒアリングや現地調査を行い，信頼性の高いデータに基づき検討を進める

とともに，必要に応じて港湾空港技術研究所，大学等と連携している．また，国土交通

省港湾局と連携・調整を図り，実効性の高い施策提案を目指しつつ実施していることか

ら効率性は高いと評価される． 
関係機関との連携・調整に当たっては，研究内容・計画の検討・重点化，研究内容等

の検討に併せた見直しを行う等，研究実施過程における PDCA サイクルの実践を図りつ

つ研究マネジメントを行った． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●研究の年度計画と研究費配分 

年度計画と研究費配分 

区分 

（目標、サブテーマ、分野等） 

実施年度 
総研究費 
約 19 

［百万円］ 

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ 研究費配分 

埋立材料（廃棄物）の特性・性状に応じた

護岸性能・埋立工法の検討 

 

  
約 7 

［百万円］ 

建設，埋立造成，跡地利用，長期維持管理

等に関するモデル化 

 

  
約 8 

［百万円］ 

最適な費用分担のあり方の検討 

 

  
約 4 

［百万円］ 

 

3-3 有効性 
研究成果は，個別施設の計画・設計等の参考として，港湾行政，環境行政において活

用される．また， 幅広く情報発信し，民間等による技術開発の方向を示すものとして

も活用が期待されることから，有効性は高いと評価される． 

 

受け入れ材料，埋立・
造成工法等の実態把握 

護岸性能及び埋立工法・地盤改良工
法の検討・とりまとめ 

建設，埋立造成，跡地利用，長期維
持管理等コスト構造分析 

コストのモデル化 

対象処分場の想定 

最適な費用分担のあり方
の検討 

国土交通省港湾局 

港湾空港技術研究所 

国    総    研 
港湾管理者・ 

地方自治体環境部門 
等 

大  学 ・  
学 会 ・民 間 連携 

連携・ 
調整 

連携 

政策提言 連携・ 
調整 
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４．今後の取り組み 
 

海面処分場の設置運営主体等へ研究成果として得られた知見について周知し，現場での

導入の可能性を具体的な検討を促すとともに，本研究で開発したモデルについて，精度の

向上が得られるように改善を図ることが必要であり，これに対する技術的支援を行ってい

く． 
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研究概要書：エアラインの行動を考慮した空港需要マネジメントに関する研究 
 

研 究 代 表 者 名：空港計画研究室長  丹生清輝 
研 究 開 発 分 野：成長力・国際競争力の強化 
技 術 政 策 課 題 名：国際物流・人流動向を踏まえた社会資本整備 
関 係 研 究 部：空港研究部 
研 究 期 間：平成２０年度 ～ 平成２３年度 
総 研 究 費：約２１百万円 

 
 
１．研究の概要 

 航空政策と市場におけるエアラインの行動の関係に焦点をおき、国内外における航空

政策が航空市場に及ぼした影響に関する政策レビュー、近年の航空輸送ネットワーク市

場における動向分析、エアラインの行動分析手法を用いた政策効果分析等の研究を通じ

て、今後の空港需要マネジメント政策検討に必要となる、政策効果の推定・評価を支援

する。 

 
２．研究の目的 
・航空市場におけるエアラインの行動分析モデルの構築 

・空港需要マネジメント政策（複数空港近接地域における空港機能分担政策など）のオ

プションの提案と効果推定 

 
３．自己点検結果 
3-1 必要性 

 空港整備が全国的には概成し、既設空港の利用に関する空港需要マネジメント政策の

重要性が今後一層高まるものと予想される。こうした空港需要マネジメント政策検討に

あたり、従来の実務的手法では所与として扱われたエアラインの行動が、政策によって

どのように変化するかを無視することはできない。本研究の成果は、運賃・便数設定な

どエアラインの行動を明示的に考慮した政策評価手法を開発したものであり、その必要

性は高いものと評価される。 

3-2 効率性 

 国土交通省航空局、地方整備局、地方航空局、地方公共団体、学識経験者等との意見

交換を行いつつ、空港研究部が既に有する航空ネットワーク分析に関する専門的知識・

研究蓄積を有効的に活用して進められたものであり、効率的に実施された。 

 

●研究の実施体制 

 エアラインの行動分析モデルの構築にあたっては、その手法について、ヒアリング等

を通じて、有識者・学識経験者からの意見を受けた。また、空港需要マネジメント政策 
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の効果の推定は、国土交通省航空局、地方整備局、地方航空局および地方公共団体等と

の意見交換を行いつつ連携して進めた。 

 

 
 
 

●研究の年度計画と研究費配分 

 
年度計画と研究費配分 

 
3-3 有効性 

 本研究の成果は、首都圏・関西圏・北部九州圏を対象として、実際の需要データを利

用した各種政策効果の推定に係る定量的検討が十分に行われており、空港需要マネジメ

ント政策立案に活用することが期待される。そのため、研究成果の有効性は高いと評価

される。 

 
４．今後の取り組み 
 平成 24年３月よりピーチ・アビエーション、ジェットスター・ジャパン、エアアジア・

ジャパンなど格安航空会社（LCC）による国内航空路線の運航が相次いで開始された。今

後は、LCCによる本邦航空輸送市場への影響について実証的な分析を進めつつ、モデルの

改良を進めていく。 
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